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３１９名、巣立ちの春～ 

第３８回 卒業証書授与式 ／ ３月１日（木） 
 ３月１日（木）１０：００より、

本校第２体育館において

第３８回卒業証書授与式

が行われました。男子１８

７名、女子１３２名、計３１

９名が学び舎を後にしまし

た。 

 今回の卒業生は、高校

の学区改正で札幌市内が「１学区」に変わって初めての卒業生となり

ます。また、今年度は本校の創立４０周年であり、その意味でも記念

すべき卒業生となりました。 

 吹奏楽局の演奏とともに、卒業生が式場に入場。担任を先頭に、

北陵での３年間で成長し、すっかり大人になった生徒が保護者席の

間を通過し着席。中には目にハンカチを当てる保護者の姿も見られ

ました。 

 各クラスの担任から生徒一

人ひとりの名前が呼ばれ、８

名の代表生徒がクラス全員

分の証書を新村校長から受

け取りました。また、３年間無

遅刻・無欠席だった４８名の

生徒に、新村校長から皆勤

賞が贈られました。 

 校長式辞で、新村校長から

「皆さんが歩む道は順風満帆

とはいかないかもしれません。

激動と混乱が予想される時

代を生きる皆さんは、自分自

身で社会の内外をしっかり観

察し、時流を的確に判断した

上で自分の生き方を決めな

ければなりません。夢や目標

を持ち、自分を磨きながら前

に歩み続けてください」とメッ

セージがありました。また寺田

ＰＴＡ会長からは祝辞として保護者に向けて「お子様の成長と卒業の

日を迎えられ、喜びで一杯のことと思います。同じ母親として、毎日

お子様を思ってのお弁当作り、ご苦労さまでした。皆さまにはＰＴＡ

活動にご理解とご協力をいただき、力をお借りしました。役員一同感

謝しております。」との言葉をいただきました。 

 卒業生を代表して、前生徒会長の南穂乃香さんから答辞をいただ

きました。非常に印象的な内容で、保護者・教職員・在校生とも大変

感銘を受けました。 

 式が終わり、各教室では

保護者を交えて最後のホ

ームルームが行われ、担

任から一人ひとりに卒業証

書が手渡されました。どの

クラスも最後に一人ひとこ

とずつスピーチをしました。

卒業生は皆、感無量の表

情を浮かべていました。 

 ホームルーム解散後、部

活動による卒業セレモニー

も行われ、校舎内外のあち

こちで先輩・後輩の輪が見られました。これも本校の伝統です。 

 この後、卒業生は大学進学などそれぞれの道へと進みます。北海

道のリーダーとして社会貢献できる人材に育ってくれることを、学校と

しても期待しています。 

★答辞  第３８期卒業生代表  南 穂乃香 

本日はこのような盛大な式を挙行していただき、卒業生を代表し

お礼を申し上げます。卒業式を迎えるにあたって、今までたどってき

た学校生活を振り返ってみることにしました。 

 初めて自分の人生を決める選択をした中学３年の冬。私たちは北

陵高校に進学することを決め、慣れ親しんだ友人達と離れることにな

り、別れを経験しました。受験を乗り越え、丌安を抱きながら見に行

った合格発表。自分の受験番号を見つけた時の喜びはきっとこれか

らも忘れられないと思います。 

 合格を聞き、一緒に喜んでくれた家族を見て、これから頑張ろうと

決意したと同時に、漠然と「上手くやっていけるのだろうか」と丌安に

襲われました。ワクワクする気持ちと丌安が入り混じりながら迎えた、

入学式。家族に背中を押され、北陵生として初めて校門をくぐりまし

た。今まで徒歩で通っていた道も、自転車やバスで通うようになり、な

んだか少し大人に近づいたような、そんな気持ちにもなりました。  

 新しい生活に慣れることに精一杯で、一日一日をがむしゃらに過ご

していた、そんな時に目にした北陵高校の先輩は、とても大きく輝い

て見え、また自分もあんな先輩になりたいと憧れたものでした。  

 そして時は流れ、昨年先輩方を見送って最高学年になり、かつて

新入生だった頃に憧れた三年生という立場になりました。三年生に

なっても、これといった実感はあまりなく、一年生の頃と同じように毎日

に追われていました。部活を引退し、段々と受験を意識し始め、この

頃になってようやく「自分は三年生なんだ」と実感したものでした。  

 行灯・クラパコ・展示全ての部門に精一杯力を注いだ北陵祭。夜

遅くまで練習や準備を重ねたため、家族には心配をかけましたが、

今では本当に良い思い出です。朝練や休みの日に集まって練習し

た体育大会。そんな私たちの原動力になっていたのは、やはり北陵

高校での最後の行事だという事実だったと思います。  

 一通りの行事が終わると、気づけば受験は目の前に迫っていて、毎

日放課後も教室には勉強している人が増え始めていました。必死に

生活してきた三年間。今、振り返って思い出すのは、楽しかったこと、



みんなと笑い合ったことばかりです。今この場に立っていても、まだ卒

業する実感が湧かないのは、明日からもまたいつもの道を通り、大好

きな仲間に会い、見慣れた教室で授業を受ける、そんな毎日がこれ

からもずっと続くのではないかと心のどこかで思っているからだと思いま

す。学校で過ごす一日は、あっという間なのに、家で過ごす一日は、

こんなに長いのかと。そう考えると、最初は丌安だった北陵高校での

生活は、いつの間にか一番心地の良い時間になっていました。学校

に来るのが当たり前で友達に会えるのが当たり前な毎日は、もう当た

り前ではありません。 

 思い返せば、少し古い校舎、暖房が入ると急にうるさく鳴るストーブ、

すき間から雪が入る第一体育館の廊下。使っている間は何も感じな

かったけれど、北陵で過ごした三年間を物語っていると思うと、全て

がとても愛おしく感じます。毎日北陵の門をくぐることで一日が始まり、

学校では時には厳しく、時には優しく指導して下さった先生方がいつ

も暖かく見守っていてくれました。楽しい時には一緒に笑い、辛い時

には一緒に泣いてくれた、かけがえのない仲間に支えられ、たくさんの

時間を共に過ごすことが出来、本当に良かったと心から感じます。そ

して家で暖かく迎えてくれる家族の存在は、何にも増して大きいもの

でした。どんな辛いことがあっても頑張ろうと思えたのは、いつも変わら

ず迎えてくれる家族がいたからだと思います。私たちは多くの方に支

えられ、周りの方に見守られて生きてきたのだと、強く感じました。だか

らこそ、人との出会いは大切にしなければならないのだと思います。こ

れから私たちは自分達の意志で全てを決め進んでいくために、どん

な辛いことがあっても足元をしっかりと見つめ、力強く生きていこうと思

います。在校生のみなさん、未来の自分に希望を持って、一日一日

を大切に過ごして下さい。たくさんの選択をする中で迷うこともあるで

しょう。どんな時も決めるのは自分です。自分の信じた道を真っすぐ進

んでほしいと思います。私たちはいつでも応援しています。  

 最後になりますが、たくさんの思い出と友人に囲まれて卒業する私

たちを見守り続けてくれた家族と先生方、共に支え合ってきた友人と

後輩に感謝の言葉を述べ、答辞といたします。  

 

２学年でスピーチコンテストが行われました 
 ３月２日（金）の７校時に、

２学年のスピーチコンテスト

決勝が第２体育館で行わ

れました。あらかじめ各クラ

ス予選で選出した８名の代

表が、ステージ上で自分の

意見を主張しました。 

 「主題にあった内容か」

「自分なりの考えを持っているか」「人に聞かせる姿勢が見られるか」

などの観点で審査しました。最優秀賞に選ばれた２年７組の橋爪君

は「ハイブリッドカーは本当にエコなのか？」という観点で、最近市場を

賑わせているハイブリッドカーに対して様々な疑問を投げかけてくれま

した。視点の斬新さと面白い口調が印象的で、生徒や教職員を魅了

してくれました。最後に國井副校長より、社会生活におけるコミュニケ

ーション能力の重要性について、お話がありました。 

卒業生が下足ロッカー清掃をしました 
 ３月８日（木）に、卒業したば

かりの第３８期生有志が多数

集まり、生徒玄関の下足ロッ

カーを清掃しました。昨年度

も実施しましたが、予想以上

に多くの卒業生が集まり、前

半・後半に区切っての清掃活

動となりました。 

 また、この日は国公立大学後期入試を受験する生徒が卒業後も学

校へ来て勉強していましたが、それらの生徒に励ましの声をかけるな

どの光景も見られました。 

 

除雪等のボランティア活動を行いました 
 ３月１０日（土）に、手稲区

の「ドナルド・マクドナルド・ハウ

ス・さっぽろ」にお邪魔させて

いただき、除雪、窓ふき、館

内清掃を行いました。 

 野球部を中心に６０名の生

徒が参加。春の日差しの中、

汗を流しながらの作業となり

ました。ドナルド・マクドナルド・

ハウス・さっぽろと本校との交

流は３年目となります。３月の

除雪・清掃ボランティアと、７

月の北陵祭におけるフリーマ

ーケット収益の募金という大き

な２つの活動を行っており、今

回それらに対して感謝状をい

ただきました。今後もこのような活動を通じ、学校として地域・社会貢

献をしていきたいと考えております。 

＜生徒の声～２年５組 田中智樹＞ 

 ３度目となるマクドナルドハウスのボランティア活動ですが、今回も

多くの生徒が参加していました。その内の一人として、僕も活動に参

加しましたが、僕たちの活動を喜んでくれる人達を見てすごくやりがい

を感じました。作業は楽しくやることができたし、自分達の活動が誰か

のためになると思うと、とてもうれしくなりました。また、作業を終え、感

謝状をいただいた時は、ものすごく達成感を感じました。こういう機会

を不えてくれたマクドナルドハウスの関係者、先生方に感謝します。ま

だまだ自分達の力が役に立つ場があると思うし、北陵高校はボラン

ティア活動に力を入れている学校だと思うので、様々な活動に参加

し、ボランティア活動を広めていきたいです。  

 

１・２学年行事（球技大会）

が行われました 
 ３月１２日（月）・１６日（金）に、そ

れぞれ１学年・２学年の球技大会

が行われました。本校は４月～９月

の前期に学校行事が集中しており、

１０月～３月の後期は閑散期となります。これを補うことを目的として

この行事を行っており、生徒にとっては久々の息抜きとなりました。 

 

■■編集後記■■ 

 １年間「札幌北陵 学校だより」をお読みいただき、ありが

とうございました。次年度も４月より発行いたしますので、引

き続きよろしくお願いいたします。（企画総務部 スタッフ一同） 


